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世界最先端の研究開発を追求



今
期
︵
２
０
２
４
年


月
期
︶
の
市
場
環
境
は
ど
う

み
て
い
ま
す
か


　
﹁
主
力
製
品
で
あ
る
半
導
体

製
造
装
置
関
連
は

半
導
体
メ

モ
リ

市
場
の
本
格
回
復
が
遅

れ

お
客
さ
ま
側
で
当
社
部
品

の
在
庫
が
堆
積
し
て
い
る

こ

の
影
響
が
上
期
ま
で
続
く
が


下
期
以
降
は
在
庫
消
化
が
進
ん

で
好
調
に
推
移
す
る
だ
ろ
う


Ｆ
Ｐ
Ｄ
︵
有
機
Ｅ
Ｌ
・
液
晶
パ

ネ
ル
︶
製
造
装
置
関
連
は
前
年

並
み

シ

ム
レ
ス
パ
イ
プ
工

具
は
原
油
価
格
の
影
響
に
よ
り

減
少
と
み
て
い
る
﹂



収
益
面
は


　
﹁
運
搬
費
・
電
力
費
の
コ
ス

ト
ア

プ
要
因
は
あ
る
が

品

質
改
善
に
よ
る
大
幅
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
進
め
る

下
期
の
半

導
体
の
回
復
も
あ
り

増
益
を

見
込
む

普
通
配
当
は

円
増

配
の

円
と
す
る
予
定
で

Ｒ

Ｏ
Ｅ
︵
自
己
資
本
利
益
率
︶
は

前
期
並
み
の
９
・
５
％
を
見
込

む
﹂


創
立

周
年
を
迎
え
る


年
ま
で
の
﹁
中
期
目
標
﹂

を
策
定
し
ま
し
た


　
﹁
社
員
が
議
論
し
て
作
り
上

げ
る
こ
と
を
重
視
し

部
署
横

断
の
チ

ム
を
三
つ
︵
会
社
の

魅
力
向
上

未
来
商
品
開
発


製
造
技
術
革
新
︶
作

て
検
討

を
重
ね
た

﹃
イ
ン
バ

合
金

グ
ロ

バ
ル
ニ

チ
ト

プ
﹄

で
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す
こ

と
に
し
て
理
念
ビ
ジ

ン


行
動
指
針

施
策
な
ど
当
社
が

ど
う
進
む
か
を
対
外
的
に
も
明

示
し
た
﹂




年
に
売
上
高
１
０
０

億
円
企
業
を
目
指
す
方
針
で

す

ど
ん
な
需
要
成
長
を
見

込
み
ま
す
か


　
﹁
世
界
の
半
導
体
市
場
は




年
に
年
率

％
成
長
す
る

と
い
う
予
測
も
あ
る

半
導
体

製
造
装
置
で
は
生
成
Ａ
Ｉ

デ


タ
セ
ン
タ


自
動
運
転


次
世
代
通
信
な
ど
の
新
た
な
マ


ケ

ト
が
加
速
度
的
に
成
長

し

イ
ン
バ

合
金
︵
低
熱
膨

張
合
金
︶
の
需
要
が
大
幅
に
拡

大
す
る

Ｆ
Ｐ
Ｄ
製
造
装
置
は

そ
こ
ま
で
伸
び
な
い
が

高
精

細
大
型
テ
レ
ビ
や
タ
ブ
レ

ト

端
末
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
有
機

Ｅ
Ｌ
向
け
設
備
投
資
が
進
む
の

で
堅
調
な
需
要
拡
大
が
見
込
め

る

Ｃ
Ｃ
Ｓ
・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
︵
Ｃ

Ｏ

の
回
収
・
貯
蔵
・
利
用
︶な

ど
新
た
な
シ

ム
レ
ス
需
要
へ

の
対
応
航
空
・
宇
宙
・
環
境
分

野
へ
の
参
入
も
進
め
て
い
く
﹂



製
造

研
究
開
発
を
含

め
た
設
備
投
資
計
画
は
６
年

間
で

億
円

過
去
６
年
間

よ
り
倍
増
し
ま
す

研
究
開

発
は
ど
ん
な
テ

マ
に
取
り

組
み
ま
す
か


　
﹁
合
金
設
計
・
熱
膨
張
測
定

精
度
の
レ
ベ
ル
を
さ
ら
に
極
め

る

ま
た
高
精
度
磁
気
測
定
装

置
︵
Ｖ
Ｓ
Ｍ
︶
に
よ
る
イ
ン
バ


機
構
の
本
質
解
明
や

イ
ン

バ

合
金
の
下
部
組
織
と
イ
ン

バ

特
性
の
相
関
解
明
な
ど


世
界
初
の
イ
ン
バ

特
性
の
原

理
機
構
の
解
明
も
進
め
る
﹂

　
﹁
最
先
端
半
導
体
製
造
装
置

向
け
で
は
強
磁
場
下
で
適
用
可

能
な
非
磁
性
イ
ン
バ

合
金


超
高
真
空
下
で
適
用
可
能
な
イ

ン
バ

合
金

産
業
機
器
向
け

で
は
高
応
力
下
で
適
用
可
能
な

高
強
度
イ
ン
バ

合
金

極
低

温
・
水
素
環
境
下
で
適
用
可
能

な
イ
ン
バ

合
金
を
開
発
す

る
﹂

　
﹁
環
境
分
野
で
は
個
別
環
境

に
対
応
し
た
Ｅ
Ｇ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
︵
耐

溶
融
塩
腐
食
合
金
︶
シ
リ

ズ

の
拡
充

ク
リ

プ
強
度
と
腐

食
性
を
両
立
し
た
合
金

水
素

製
造
プ
ロ
セ
ス
用
高
強
度
合
金

な
ど
を
開
発
す
る
﹂



鋳
造
・
３
Ｄ
・
鍛
造
を

３
本
柱
と
す
る
製
造
技
術
の

強
化
で
は


　
﹁
鋳
造
で
は

鋳
造
シ
ミ


レ

シ

ン
技
術
を
さ
ら
に
ブ

ラ

シ

ア

プ
し
て
最
適
鋳

造
方
案
の
作
成
に
取
り
組
む


３
Ｄ
砂
型
製
造
装
置

砂
混
錬

ミ
キ
サ

へ
の
テ


チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
導
入
な
ど
も
進
め

る


年
に
導
入
し
た
精
密
レ


ザ

溶
接
機
を
活
用
し
た
高

精
細
補
修
に
よ
る
リ

ド
タ
イ

ム
短
縮
も
進
め
る
﹂

　
﹁
金
属
３
Ｄ
積
層
造
形
技
術

の
戦
力
化
も
急
ぐ

イ
ン
バ


合
金
積
層
造
形
品
を
商
品
化

し

い
ず
れ
は
セ
ラ
ミ

ク
ス

と
の
複
合
材
も
開
発
し
た
い


鍛
造
材
や
圧
延
材
と
３
Ｄ
を
組

み
合
わ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ

ド
造

型
技
術
の
開
発
も
進
め
る
﹂



航
空
・
宇
宙
分
野
の
進

ち

く
状
況
も
聞
き
た
い


　
﹁
宇
宙
ロ
ケ

ト
の
燃
料
供

給
ラ
イ
ン
の
部
品
に
︵
ゼ
ロ
膨

張
・
極
低
温
安
定
・
高
剛
性
・

耐
食
性
の
全
て
で
最
高
水
準
を

備
え
る
︶
﹃
Ｉ
Ｃ

Ｄ
Ｘ
﹄
の

採
用
が
確
定
し
て
い
る

Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
︵
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機

構
︶
の
火
星
探
査
衛
星
﹃
Ｍ
Ｍ

Ｘ
﹄
や
﹃
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ミ


シ

ン
﹄
に
搭
載
予
定
だ


ま
た
航
空
機
用
金
型
材
は
す
で

に
納
入
し
て
い
る
が

商
用
ド

ロ

ン
の
量
産
機
体
用
Ｃ
Ｆ
Ｒ

Ｔ
Ｐ
成
形
用
金
型
イ
ン
バ

合

金
の
開
発
も
完
了
し
て
い
る
﹂

　
　
　
　
　
︵
谷
山
　
恵
三
︶
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